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活動の例 
活動事例を掲載していますので、活動を検討する際の参考にしてください。        の

中が補助の対象経費です。 

交流事業ア（団体交流型） 補助率２／３ 

【例１】伊予市内の対象団体 3名が廿日市市内の対象団体と交流（先進的な取組の視察や意見交換） 

 

      （集合） 郊外電車：7８0円 連絡バス：250円 高速船：8,８00円 広島広域都市圏内の公共交通を使用 

自宅⇔ 郡中港駅⇔松山市駅⇔高浜駅⇔松山観光港⇔広島港⇔広島駅⇔廿日市駅⇔目的地 

 

   １０,４０0円（７８０＋２５０＋8,８00+５70）×２（往復分）×3名×２／３＝４１,６０0円 

⇒1人当たり 1万円上限なので 30,000円（補助額） 

 

【例２】松山市内の対象団体 15名が広島市内の対象団体と交流（先進的な取組の視察や意見交換） 

 

      （集合）   貸切バス借上料：10万円 （有料道路代や駐車場代等は除く。） 

自宅⇔ JR松山駅 ⇔松山市駅 ⇔ 広島市内の目的地 

 

    100,000円×２／３＝６６,666…円 ⇒千円未満切り捨てなので 66,０00円（補助額） 

 

交流事業イ（イベント出展型） 補助率２／３ 

【例３】松前町内の対象団体 5名が砥部町内で開催されるイベントに出展 

 

      （集合）  郊外電車：４４０円  乗合バス：８８０円 

自宅⇔ 松前駅 ⇔ 松山市駅 ⇔ 砥部町役場西 

 

    1,3２0円（４４０＋８８０）×２（往復分）×５名×２／３＝8,８00円  

⇒千円未満切り捨てなので 8,000円（補助額） 

 

単独事業 補助率１／２  ※松山圏域内での事業は対象外 

【例４】久万高原町内の対象団体 20名が安芸太田町内の地域資源を視察 

 

        （集合）  貸切バス借上料：10万円 （有料道路代や駐車場代等は除く。） 

自宅⇔ 久万高原駅 ⇔安芸太田町内の目的地 

 

       100,000円×１／２＝50,000円（補助額） 

 

 


